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市からのお願い・お知らせ
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環境・くらし

ご
み
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

　

平
成
28
年
度
に
市
内
の
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
の
排
出
量
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
も
あ
り
、
前
年
度
と
比

べ
て
年
間
１
９
９
㌧
（
１
・
５
㌫
）

減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
資
源
物
の
排
出

量
も
減
少
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ

15
㌧
（
０
・
９
㌫
）
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
に
、
あ
き
缶
、
ビ
ン
、
古
紙
・

古
布
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
に
比
べ

５
・
５
㌫
以
上
の
減
と
な
り
、
大
幅

内訳内訳 27年度27 年度 28 年度 　　増減　　    ％

可燃ごみ 9,545 9,332 △ 213 △ 2.2％
不燃ごみ 1,679 1,691 12 0.7％
資源物 1,596 1,581 △ 15 △ 0.9％
粗大ごみ 235 252 17 7.2％
有害ごみ 16 16 0 0％
合計 13,071 12,872 △ 199 △ 1.5％

■平成 28年度　つくばみらい市のごみ排出量（単位：㌧）

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
分

別
が
不
十
分
な
資
源
物
が
、
可
燃
ご

み
や
不
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
が
不
十
分
だ
と
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
が
下
が
り
、
再
資
源
化

に
掛
か
る
コ
ス
ト
は
高
く
な
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の
工
夫
や
協

力
が
、
今
後
一
層
の
ご
み
減
量
化
・

再
資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内訳 27年度 28 年度 　　増減　　    ％

プラスチック製容器包装 311 297 △ 14 △ 4.5％
ペットボトル 96 95 △１ △ 1.0％

空き缶 116 109 △７ △ 6.0％
ビン 327 307 △ 20 △ 6.1％

古紙・古布 638 603 △ 35 △ 5.5%
生ごみ 108 170 62 57.4％
合計 1,596 1,581 △ 15 △ 0.9％

■平成28年度　つくばみらい市の資源物排出量（単位：㌧）

紙
ご
み
も
分
別
し
ま
し
ょ
う

　

可
燃
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
な
か
に
は
古
紙
（
新
聞
紙
、
雑

誌
、段
ボ
ー
ル
、紙
パ
ッ
ク
、雑
が
み
）

が
混
ざ
っ
て
排
出
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
古
紙

の
な
か
で
も
種
類
の
多
い
雑
が
み
に

つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
雑
が
み
の
種
類

　

雑
が
み
と
は
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
入
っ
た
紙
製
容
器
包
装
や

紙
袋
、
紙
箱
、
包
装
紙
、
コ
ピ
ー
用

紙
な
ど
の
こ
と
で
す
。
雑
が
み
の
代

表
的
な
例
と
し
て
下
の
表
を
参
考
に

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

紙　袋 商店などの紙袋や手提げ紙袋など。→持ち手が紙製で
ない場合は取り外す。

冊　子 情報誌やパンフレット、冊子など→ホチキスを外す必
要はなし。

封　筒 封筒→窓付き封筒の場合は、窓部分のビニールを取り除く。

紙　箱 ティッシュペーパーの紙箱→ビニール部分は取り除く。
お菓子の紙箱、ラップなどの紙箱→刃の部分は取り外す。

包装紙 贈答品などを包装した紙

その他 カレンダーやポスター、チラシ、コピー用紙、メモ用紙など

■主な雑がみの種類

○
メ
モ
用
紙
な
ど
の
細
か
い
雑
が
み

　

は
、
飛
散
防
止
の
た
め
紙
袋
や
大

　

き
め
の
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
て

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
汚
れ
が
あ
る
も
の
や
、
洗
剤
が
入

　

っ
た
紙
箱
な
ど
臭
い
の
あ
る
紙
、

　

特
殊
な
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
紙

　
（
感
熱
紙
や
カ
ー
ボ
ン
紙
、
複
写

　

紙
、
写
真
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工

　

さ
れ
た
紙
な
ど
）
は
可
燃
ご
み
と

　

し
て
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

ひ
と
手
間
か
け
て
分
別
す
れ
ば
、

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
貴
重
な
資
源

と
な
り
ま
す
の
で
、
分
別
回
収
に
ぜ

ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
の
野
焼
き
（
屋
外
焼
却
）
は

例
外
を
除
き
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ

る
住
民
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪

化
を
ま
ね
く
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
違
反
者
に
は
罰

金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

家
庭
な
ど
か
ら
発
生
し
た
ご
み
は

燃
や
さ
な
い
で
、
指
定
さ
れ
た
日
に

正
し
く
分
別
し
て
ご
み
集
積
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
野
焼
き
と
は

　

ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
用
し
て
の
焼

却
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ブ

ロ
ッ
ク
を
囲
ん
だ
り
し
て
の
焼
却
な
ど

◎
例
外
と
は

　

農
業
な
ど
に
伴
う
廃
棄
物
の
焼
却

（
焼
き
畑
、
畔
の
草
の
焼
却
な
ど
）、

ど
ん
と
焼
き
（
正
月
の
し
め
縄
、
門

松
な
ど
を
焚
く
行
事
）、
塔
婆
の
供
養

焼
却
、
た
き
火
、
落
ち
葉
た
き
な
ど

　

焼
却
を
行
う
際
は
、
少
量
を
心
が

け
、
煙
や
臭
い
、
風
向
き
な
ど
近
隣

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
隣
に
住
宅
が

あ
る
場
合
、
焼
却
前
に
一
声
か
け
る

思
い
や
り
も
必
要
で
す
。

　

周
辺
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
は
、
中
止
や
焼
却
方
法
に
つ
い
て

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
や
発
見
時

の
通
報
に
つ
い
て
は
、
市
生
活
環
境

課
ま
た
は
次
の
関
係
機
関
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
関
係
機
関
】

◎
常
総
警
察
署　

☎
０
２
９
７
‐
22

‐
０
１
１
０

◎
つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署　

☎
58
‐

０
１
１
１

◎
茨
城
県
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
環

境
・
保
安
課　

☎
０
２
９
‐
８
２
２

‐
８
３
６
４

◎
不
法
投
棄
１
１
０
番　

☎
０
１
２
０

‐
53
‐
６
３
８
０
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環境・くらし

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す


